
鹿
ノ
台
川
柳
教
室 

七
月
度
句
会 

 

七
月
十
六
日
（
月
）
西
集
会
所 

 

席
題 

お
題
「別
れ
」 

 
 
 
 
 
 

橘 

正
清
選 

 

時
は
過
ぎ
別
れ
の
つ
ら
さ
う
す
れ
つ
つ 

 
 
 

春 

代 

 

別
れ
よ
と
言
っ
て
は
み
た
が
勇
気
な
い 

 
 
 

ア
キ
ラ 

 

別
れ
際
借
金
だ
け
は
払
う
べ
し 

 
 
 
 
 
 

勝 

利 

 

ヘ
ボ
将
棋
勝
負
つ
か
ず
に
又
明
日 

 
 
 
 
 

よ
し
尚 

 

イ
ン
フ
ル
で
何
事
も
な
い
別
居
中 

 
 
 
 
 

え
い
じ 

 

施
設
に
入
る 

妻
か
ら
の
離
縁
状 

 
 
 
 
 

千 

楽 

 

号
泣
の
別
れ
の
後
は
パ
ラ
ダ
イ
ス 

 
 
 
 
 

広 

子 

 

早
す
ぎ
た
友
の
別
れ
に
出
ぬ
涙 

 
 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

フ
ィ
ア
ン
セ
と
無
残
大
雨
引
き
離
す 

 
 
 
 

乃
り
子 

○秀

E
A

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
想
い
こ
も
ご
も
右
左 

 
 
 
 
 

登 
美 

A

○軸

E
A

決
別
を
し
て
入
り
び
た
る
孤
独
感 

 
 
 
 
 

正 

清 

  宿
題 

お
題
「湯
」（連
記
） 

 
 
 

原 

広
子
選 

 

茶
の
湯
で
は
礼
儀
作
法
が
守
ら
れ
る 

 
 
 
 

え
い
じ 

 

名
湯
で
も
人
多
す
ぎ
て
湯
に
ご
る 

 
 
 
 
 

登 

美 

 

湯
上
が
り
の
の
ぼ
せ
具
合
が
色
っ
ぽ
い 

 
 
 

哲 

子 

 

湯
上
が
り
の
浴
衣
で
ポ
ー
ズ
お
ま
せ
な
児 

 
 

よ
し
尚 

 

被
災
地
に
差
し
入
れ
し
度
い
も
ら
い
湯
を 

 
 

乃
り
子 

 

に
ぎ
や
か
に
親
子
四
人
の
朝
シ
ャ
ワ
ー 

 
 
 

春 

代 

 

湯
上
が
り
の
ビ
ー
ル
に
命
永
ら
え
る 

 
 
 
 

勝 

利 

 

湯
た
ん
ぽ
の
代
わ
り
に
僕
を
妻
は
抱
く 

 
 
 

ア
キ
ラ 

 

ぬ
る
ま
湯
に
余
生
の
先
を
考
え
る 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

朝
風
呂
に
漬
れ
る
ほ
ど
の
財
も
な
い 

 
 
 
 

正 

清 

 

見
覚
え
の
裸
と
浸
か
る
露
天
風
呂 

 
 
 
 
 

義 

雄 

A

○秀

E
A

半
畳
の
湯
で
も
心
は
太
平
洋 

 
 
 
 
 
 
 

千 

楽 
 

A

○軸

E
A

遅
い
と
は
誰
も
思
わ
ぬ
美
人
の
湯 

 
 
 
 
 

広 

子 
 
 

 
 

 

宿
題 

自
由
吟
（共
選
） 

 
  

 
 

野
々
村
ア
キ
ラ
選 

 

 

夏
バ
テ
に
充
電
機
能
欲
し
く
な
る 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

言
い
合
い
も
軽
口
で
す
む
同
い
年 

 
 
 
 
 

春 

代 

 

網
戸
か
ら
透
け
て
逃
げ
出
す
内
輪
揉
め 

 
 
 

勝 

利 

 

テ
ノ
ー
ル
の
読
経
満
座
を
魅
了
す
る 

 
 
 
 

広 

子 

 

強
い
思
い
込
み
海
馬
を
震
わ
せ
る 

 
 
 
 
 

正 

清 

 

人
権
に
格
差
つ
け
た
い
凶
悪
犯 

 
 
 
 
 
 

登 

美 

 

優
先
の
席
で
タ
ヌ
キ
に
な
る
二
十
歳 

 
 
 
 

乃
り
子 

闇
に
釘
を
さ
せ
ば
魂
に
当
る 

 
 
 
 
 
 
 

正 

清 

 

獣
道
ナ
ビ
が
無
く
て
も
帰
宅
す
る 

 
 
 
 
 

乃
り
子 

 

缶
ビ
ー
ル
二
本
で
癒
え
る
傷
ひ
と
つ 

 
 
 
 

広 

子 

 

大
雨
が
示
す
予
算
の
使
い
途 

 
 
 
 
 
 
 

義 

雄 
 

A

○秀

E
A

涙
止
ま
ら
ぬ
鉛
筆
書
き
の
ユ
ル
シ
テ
ネ 

 
 
 

義 

雄 

A

○軸

E
A

老
後
本
ど
れ
を
読
ん
で
も
ほ
ぼ
同
じ 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

  宿
題 

自
由
吟
（
共
選
） 

 
 
 
 

勝
部
乃
り
子
選 

 

 

網
戸
か
ら
透
け
て
逃
げ
出
す
内
輪
揉
め 

 
 
 

勝 

利 
 

 

飽
食
に
慣
れ
て
資
源
が
枯
渇
す
る 

 
 
 
 
 

勝 

利 

 

洞
く
つ
に
光
が
と
ど
き
希
望
湧
く 

 
 
 
 
 

え
い
じ 

 

闇
に
釘
を
さ
せ
ば
魂
に
当
る 

 
 
 
 
 
 
 

正 

清 

 

湿
っ
た
心
友
の
電
話
の
除
湿
剤 

 
 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

炎
天
の
被
災
地
集
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 

哲 

子 

 

夏
バ
テ
に
充
電
機
能
欲
し
く
な
る 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

 
缶
ビ
ー
ル
二
本
で
癒
え
る
傷
ひ
と
つ 

 
 
 
 

広 

子 
人
権
に
格
差
つ
け
た
い
凶
悪
犯 

 
 
 
 
 
 

登 

美 

 

強
い
思
い
込
み
海
馬
を
震
わ
せ
る 

 
 
 
 
 

正 

清 

A

○秀

E
A

テ
ノ
ー
ル
の
読
経
満
座
を
魅
了
す
る 

 
 
 
 

広 

子 
 
 

A

○軸

E
A

優
先
の
席
で
タ
ヌ
キ
に
な
る
二
十
歳 

 
 
 
 

乃
り
子 

  

宿
題 

お
題
「認
め
る
」（互
選
） 

②
キ
ッ
ク
オ
フ
世
界
向
か
せ
た
日
本
力 

 
 
 
 

哲 

子 

 

三
文
判
知
ら
な
い
う
ち
に
家
が
無
い 

 
 
 
 

乃
り
子 

 

相
手
を
認
め
そ
れ
か
ら
諭
す
年
の
功 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

 

し
ぶ
る
親
や
っ
と
認
め
て
日
も
決
ま
り 

 
 
 

春 

代 

 

遺
伝
子
も
十
パ
ー
セ
ン
ト
な
ら
認
知 

 
 
 
 

正 

清 

 

お
い
し
い
よ
今
日
の
料
理
は
格
別
だ 

 
 
 
 

え
い
じ 

 

女
房
を
気
づ
き
ゃ
ヨ
イ
シ
ョ
し
生
き
て
ま
す 

 

よ
し
尚 

 

娘
の
連
れ
合
い
認
め
て
な
い
が
孫
は
別 

 
 
 

乃
り
子 

 

③
細
胞
の
半
分
以
上
溶
け
て
い
る 

 
 
 
 
 
 

正 

清 

 

恵
み
と
災
い
落
差
に
恐
怖
す
る 

 
 
 
 
 
 

千 

楽 

 

曖
昧
に
頷
き
急
場
切
り
抜
け
る 

 
 
 
 
 
 

義 

雄 

④
だ
ん
ま
り
は
許
可
で
き
な
い
の
意
思
表
示 

 
 

広 

子 

 

認
め
た
ら
楽
に
な
れ
る
と
責
め
ら
れ
る 

 
 
 

義 

雄 

 

認
め
て
も
認
め
た
く
な
い
嫉
妬
心 

 
 
 
 
 

登 

美 
 

⑥
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
ご
答
弁 

 
 
 
 
 
 

広 

子 

⑧
欠
点
も
長
所
も
認
め
凪
の
風 

 
 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

⑬
○秀
雑
魚
だ
っ
て
評
価
さ
れ
た
い
意
地
が
あ
る 

 

勝 

利 
 
 

  



 
鹿
ノ
台
川
柳
教
室 

会
員
の
新
聞
投
句 

掲
載
さ
れ
た
句 

（
六
月
十
九
日
～
七
月
十
五
日
各
紙
掲
載
分
） 

  

朝
日
新
聞 

田
中
新
一
選 

六
月
二
十
一
日 

題
「
ゆ
ら
ゆ
ら
」 

 
 
 
 
 

 

陽
炎
へ
ま
た
戻
る
母
止
め
ら
れ
ず 

 
 
 
 
 

義 

雄 

 

今
日
の
憂
さ
捨
て
に
お
い
で
と
縄
暖
簾 

 
 
 

ア
キ
ラ 

七
月
五
日 

題
「
せ
っ
か
ち
」 

 

幾
ら
急
い
て
も
時
の
流
れ
は
追
い
越
せ
ず 

 
 

義 

雄 

毎
日
新
聞 

山
田
順
啓
選 

六
月
二
十
八
日 

題
「
大
切
」 

 

欲
し
い
も
の
何
で
も
あ
っ
て
愛
に
飢
え 

 
 
 

ア
キ
ラ 

 

誤
診
で
は
す
ま
ぬ
ス
ペ
ア
の
な
い
命 

 
 
 
 

よ
う
子 

七
月
五
日 

題
「
記
憶
」 

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
に
立
体
の
画
像 

 
 
 

正 

清 

七
月
十
二
日 

題
「
並
ぶ
」 

 

炎
天
下
並
ぶ
当
た
り
の
出
た
売
り
場 

 
 
 
 

よ
う
子 

読
売
新
聞 

阪
本
高
士
選 

六
月
二
十
四
日 

題
「
残
る
」 

 

残
像
に
ブ
ル
ー
モ
ー
メ
ン
ト
の
刹
那 

 
 
 
 

正 

清 

七
月
一
日 

題
「
黒
」 

 

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
血
液
の
終
点 

 
 
 
 
 

正 

清 

七
月
八
日 

題
「
売
る
」 

 

八
掛
け
の
値
札
を
見
い
る
雨
蛙 

 
 
 
 
 
 

正 

清 

七
月
十
五
日 

題
「
涼
し
い
」 

 

け
も
の
道
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
ぞ
く
ぞ
く 

 
 

正 

清 

 

涼
し
さ
は
ラ
ム
ネ
サ
イ
ダ
ー
戦
前
派 

 
 
 
 

幸 

男 

産
経
新
聞 

本
田
智
彦
選 

六
月
十
八
日 

題
「
コ
ロ
コ
ロ
」 

 

連
発
ギ
ャ
グ
凍
り
つ
く
場
を
溶
か
し
ま
す 

 
 

千 

楽 

奈
良
新
聞 

居
谷
真
理
子
選 

六
月
二
十
日 

題
「
仕
事
」 

 
 
 

 

改
ざ
ん
と
廃
棄
で
稼
ぐ
残
業
費 
 
 
 
 
 
 

英 

二 

 

縁
の
下
き
っ
と
見
て
い
る
お
て
ん
と
さ
ん 

 
 

千 

楽 

 

今
朝
か
ら
は
無
職
と
記
す
虚
し
さ
や 

 
 
 
 

幸 

男 

六
月
二
十
七
日 

題
「
逃
げ
る
」 

 

あ
の
時
も
主
観
的
に
は
逃
げ
て
な
い 

 
 
 
 

英 

二 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
位
置
情
報
が
追
っ
て
く
る 

 

ア
キ
ラ 

 

逃
げ
き
れ
ぬ
監
視
カ
メ
ラ
の
目
が
光
る 

 
 
 

よ
う
子 

 

エ
ス
ケ
ー
プ
地
の
果
て
に
来
て
夜
と
な
る 

 
 

正 

清 

七
月
四
日 

題
「
ペ
ッ
ト
」 

 

子
供
よ
り
ペ
ッ
ト
が
多
い
近
未
来 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

七
月
十
一
日 

 

題
「
首
」 

 

ネ
ク
タ
イ
に
解
放
さ
れ
て
増
す
病 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

傷
跡
を
か
く
し
通
せ
ぬ
ハ
イ
ネ
ッ
ク 

 
 
 
 

正 

清 

 

非
婚
化
に
白
ネ
ク
タ
イ
が
所
在
無
げ 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

奈
良
新
聞 

自
由
吟 

 

六
月
二
十
一
日 

藤
原
一
志
選 

 

有
り
難
く
生
き
た
平
和
と
民
主
主
義 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

 

居
場
所
無
い
子
ら
が
群
が
る
ネ
ッ
ト
裏 

 
 
 

よ
う
子 

 

カ
ラ
元
気
ア
シ
ス
ト
モ
ー
タ
ー
付
い
て
い
る 

 

正 

清 

 

民
の
声
聞
こ
え
ぬ
耳
に
補
聴
器
を 

 
 
 
 
 

幸 

男 

七
月
十
二
日 

大
楠
紀
子
選 

 

ま
だ
ま
だ
と
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
謳
歌
す
る 

 
 

よ
う
子 

 

常
闇
に
る
る
と
し
続
く
け
も
の
道 

 
 
 
 
 

正 

清 

 
夏
越
の
祓
い
済
ま
せ
焼
肉
大
ジ
ョ
ッ
キ 

 
 
 

ア
キ
ラ 

 
聞
き
飽
き
た
記
録
記
憶
と
あ
の
言
葉 

 
 
 
 

幸 

男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
橘
正
清
、
林
勝
利
、
前
田
幸
男
， 

各
氏
は
短
歌
俳
句
で
も
活
躍 

 

＊
酷
暑
に
恐
れ
を
な
し
た
か
、
出
席
十
一
人
と
少
数
精
鋭
。
暑

さ
の
せ
い
か
、
漢
字
の
間
違
い
。「
災
い
」
が
「
炎
い
」
な
ど
と
。

ス
ミ
マ
セ
ン
、
小
生
（
千
）
で
し
た
。
互
選
でtop

は
ダ
ン
ト

ツ
十
三
点
の
勝
利
さ
ん
。
「
雑
魚
だ
っ
て
評
価
さ
れ
た
い
意
地

が
あ
る
」 

点
数
、
ゲ
ー
ム
差
に
一
同
「…
」（
千
）
。
＊ 

   
 

「
川
柳
を
書
い
て
汗
か
き
恥
も
か
き
」 

川
柳
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か 

興
味
の
あ
る
方
左
記
ま
で
是
非
ご
一
報
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
回 

八
月
二
十
日
、
十
二
時
十
五
分
開
場
～
、
西
集
会
所 

宿
題
は
「
輪
」
、
「
濁
る
」
、
「
自
由
吟
」 

各
二
句 

＊ 

席
題
選
者 

正
清 

十
二
時
三
十
分
「
お
題
」
発
表 

 

＊
「
輪
」
連
記 

選
者 

義
雄 

＊
「
自
由
吟
」
（
共
選
） 

選
者 

良
一 

よ
う
子 

＊
「
濁
る
」
互
選 

 

出
句
〆 

宿
題
・
席
題 

と
も
十
三
時 

 

問
合
せ 

 

原 

広
子
（
７
９
・
０
０
６
１
） 

 

 

野
々
村
詮
（
０
９
０
・
６
９
６
１
・
１
２
９
２
） 

 



  


